
【技術の特徴】
○ 人手を要していた収穫の作業時間削減や軽労化が可能
○ ３・４条刈り電動モータ駆動式（発電機併用）
○ ２名（操縦者、補助者）で収穫作業実施可能
○ 刈取りは、立ったままできるため、足腰、つま先などへの負担が軽減

① 青ねぎ収穫機



【技術の特徴】
○ AIによりカメラを向けるだけで摘粒時期の粒数を確認することで勘に頼らない管理がで
き、作業水準を平準化

○ 新規雇用者やパート従業員が作業を行う際の粒数確認時間を短縮可能
○ iOS・Androidのスマートフォンに対応、アプリ使用時の通信環境は不要

② ぶどうAI粒数推定システム「粒羅（つぶら）」



【技術の特徴】
○ 果菜類に特化した営農支援アプリ、LINE・PC・スマホで作業記録の入力が可能
○ 勤怠管理や出荷記録の機能も搭載
○ 農研機構のWAGRIと連携、収量予測機能により最適な栽培管理が可能

③ 営農支援アプリ「フルベジナビ」



【技術の特徴】
○ AIを活用し、傷等を判別することで各経営体の選果基準に適した選果が可能
○ 既存の重量選果機にカメラ２台とPCを設置、動作中の通信環境不要
○ 学習したすべての選果基準（特徴）で90％以上の精度を実現

④ トマトAI選果機



【技術の特徴】
○ 粘着シート画像を撮影するだけでAIによりアザミウマ総数を自動判定するシステム
○ 手作業によるカウント作業が不要となり、調査にかかる労力を軽減
○ マップ上でリアルタイムにデータ連携でき、迅速な防除判断が可能
○ 現在、総数の判定は80％程度の精度を実現、今後は種類の判別機能も開発予定

⑤ アザミウマ総数推定システム



【技術の特徴】
○ マップ上で飛行ルートを設定することで、畦畔を挟んだ複数ほ場での一括散布が可能
○ 複数機による同時飛行もでき、散布にかかる時間を削減
○ 事前にドローンで画像撮影を行うことで生育状況に合わせた可変施肥も可能

⑥ 水稲ドローン施肥


